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鈴鹿市都市マスタープラン改定 

第２回 都市計画審議会小委員会（2021.12.22） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

都市づくりの視点 

 

都市づくりの課題 

 

現行都市マスタープランの課題 

 

新都市マスタープランの改定方針 

カーボンニュートラル／低炭素まちづくり 

■公共交通やエコな移動手段による高齢者や子育て世帯にも暮らし

やすいまちづくり 

■ZEH・ZEBの普及や蓄電池の導入促進等によるエネルギー自立

型のまちづくり 

■コンパクトなまちづくりに向けて都市機能の誘導や交通ネットワー

クの形成を図る 

  ・居住や都市機能の誘導の方針  ・調整区域における拠点 

  ・居住推奨地域             ・立地適正化計画の策定検討 

■地域公共交通計画との整合 

コンパクトシティ・プラス・ネットワークの構築 

気候変動に適応した防災都市づくり 

■大規模災害からの迅速な復旧に向けBCPを反映 

■災害リスクを踏まえた防災指針の基本指針としての役割 

■周知啓発の次のステップへ 

地域別構想への展開 

■地域別構想は策定せず，地域づくり協議会の地域計画等の吸い上

げを行う 

■災害危険区域については別途協議 

産業振興・企業誘致に向けた新規産業拠点の検討 

■土地利用（ゾーン，エリア）の範囲見直し，運用改善による既存企業

の事業拡大や新規企業立地の促進 

■農業政策との調整による新規検討ゾーンの設定 

デジタルシフトによるスマートシティの推進 

■都市空間，機能や様々な公共サービスが新たな変革に対応した超

スマート社会の実現 

■Society5.0の生活様式に対応した都市空間の形成 

■ＡＩやＩｏＴ，ビッグデータを活用した社会経済活動の場の提供 

■生活行動の効率化を踏まえた新しい時間・空間の創造 

ウォーカブルシティと高質な都市空間の形成 

■健康・医療・福祉のまちづくり 

  ・健康づくり計画との連携 

  ・住民の健康意識を高め，運動習慣を身につける 

■居心地が良く，街歩きをしたくなるまちなか空間の形成 

■公共交通との利用環境を高める 

■新しい地域社会の繋がりの構築に向けた，社会参画の機会と交流

の場の創出 

■日常生活圏域，徒歩圏域に都市機能を計画的に確保 

SDGｓの達成を目指した都市づくりの方針設定 

■都市づくりの方針とSDGｓ17のゴールの紐づけ 

■SDGｓの取組みの反映 

 

現行都市マスタープランの５つのテーマと取組 

○さまざまな災害への対策推進 
・河川改良・内水氾濫対策等を計画
的に推進 

○農とまちづくり 

○耕作放棄地や営農環境保全等の対策 

○整備後の都市公園の適切な管理による現在の水準の維持 

「ニューノーマル」に

対応した 

まちづくり 

コンパクトで 
住みよい 
都市づくり 

○良好な住環境の維持・保全・整備 
・優良田園住宅 
・住居系の地区計画 

○空家等についての有効な対策の実施 
・空家等対策計画策定 

防災・減災の 
都市づくり 

活力ある 
都市づくり 

○鈴鹿ＩＣ・鈴鹿ＰＡ-SＩＣ周辺における
土地利用の活性化 
・地区計画策定等による土地利用の
活性化 

モビリティ 
の高い 

都市づくり 

○公共交通サービスの充実と交通結束
点の利便性向上 
・地域公共交通計画策定 

○安全で円滑な道路ネットワークの形
成 

水と緑， 
景観の 

都市づくり 

○豊かな自然環境や拠点となる緑地・
公園などの保全・活用 
・都市公園面積達成・緑化の推進 

○地域資源を活かした良好な景観形成 
・地域景観資産制度策定 

○都市拠点における土地の高度利用と都市機能の誘導 

○調整区域の生活拠点となる場所等において身近な生活利

便施設の維持・充実 

○快適な生活環境を創るための都市基盤整備 

○都市拠点における土地の高度利用などによる商業の活性

化を充実 

○幹線道路ネットワーク等を活かした計画的な土地利用の

誘導 

○密集市街地における防災減災の推進 

○大規模災害に対応するための土地利用の方針を明確に示

し，実行 

○地域公共交通計画との整合 

○ライフサイクルコストを縮減する都市づくり 

主力産業の大変革に対応した地域産業の再構築 

都市活力をつなぐ円滑なネットワークの形成 

持続可能な社会における都市活動の拠点 

ニューノーマルに対応した都市の実現 

自然環境と共生した都市環境の形成 

自然災害に即応できる都市防災の強化 

コンパクトシティ 

・プラス・ 

ネットワーク 

人口減少 

・少子高齢化 

の進展 

地域経済活力の 

維持向上 

大規模自然災害 

社会経済情勢の変化・時代の潮流 

上位・関連計画の改定 

関係法令の制定・改正 

ニューノーマル Society5.0 

SDGs 自然災害の甚大化 

人口ビジョン 創生総合戦略 

鈴鹿市総合計画 区域マスタープラン 

建築基準法 生産緑地法 

都市再生特別措置法 都市公園法 
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新都市マスタープランの改定方針 

活力ある

都市づくり

防災・減災の

都市づくり

コンパクトで

住みよい

都市づくり

モビリティの

高い

都市づくり

水と緑，

景観の

都市づくり

気候変動に適応した 
防災都市づくり 

地域別構想への展開 

産業振興・企業誘致に向けた 
新規産業拠点の検討 

コンパクトシティ・プラス・ネットワーク 

SDGｓの達成を目指した 
都市づくりの方針設定 

ウォーカブルシティ 

ウォーカブルシティ 

カーボンニュートラル 
／低炭素まちづくり 

デジタルシフトによる 
スマートシティの推進 

コンパクトシティ・プラス・ネットワーク 

デジタルシフトによる 
スマートシティの推進 
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□鈴鹿市都市計画マスタープラン改定スケジュール（案） 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

都市計画審議会小委員会 

2022(令和4)年度 2023(令和5)年度 2021(令和3)年度 

「改定方
針」 

 
の検討 

「将来都市 
構造」 
の検討 

「土地利用方針」 
「都市づくり方針」 

の検討 

「課題」 
「改定方
針」 

の検討 

「都市特性」 
「問題点」 

 
の検討 

改定案 
のとりまとめ 

「前提条件」 
・都市現況 
・社会的背景 
・上位関連計画 
・関係法制度 

の整理 

第１回 
小委員会 

「市民意向」 
の把握 

 

市
民
意
向
の
反
映 

「市民意向」 
の反映 

第２回 
小委員会 

第３回 
小委員会 

第４回 
小委員会 

第６回 
小委員会 

第５回 
小委員会 

都市計画審議会 
都市計画
審議会 

都市計画
審議会 

都市計画
審議会 

都市計画
審議会 



第２回小委員会での主な意見と対応方針 

 

 歴史文化の分野について，新都市マス改定方針に記載がないが，記載を検討し

てはどうか。 

 現行都市マスに歴史観光拠点，地域資産を活かした良好な景観形成について

記載があり，改定において現行都市マスを全面的に改定することは考えてお

らず，当該ページは残しますし，必要に応じて加筆等も行って行きたいと考

えます。 

 

 現行都市マスの『５つの都市づくりの方針』を柱とする方向性は変えることな

く，中身を充実させ，中身を充実させる際の視点としてデジタルシフトやウォ

ーカブルなどが，参考資料に記載されているのですね。中身についてこれから

関係者の方々と議論を重ね，５つのテーマのもとに盛り込んでいくのですね。 

 現行都市マス『５つの都市づくりの方針』この５つの柱を軸に構成し，今後の

議論においても５つの方針を軸に中身を充実させる議論を行いたいと考えま

す。 

 

 難しい言葉が多用されている。注釈をつけて文言の説明をするか，高齢者等に

もわかりやすい言葉に置き換えることを検討した方がいい。 

 分かりやすい言葉を使用し，また，注釈をつけるなど対応します。 

 

 農の関係するの項目は，新都市マスの改定方針のどこに入ってきているのか。 

 資料２新都市マスの改定方針５つ目産業振興・企業誘致に向けた新規産業拠点

の検討に農業政策との調整による新規検討ゾーンの設定を改定方針にあげさせ

ていただきました。 

 

 地域の意見の吸い上げにおいては，農業を頑張って担っている若者，観光業の

若者等そういった方の意見を上手く吸い上げることを計画していただきたい。 

 来年度各種団体からご意見をいただく予定です。若者などにも集まっていただ

き忌憚のない意見をいただければ，将来のまちづくりについて共に考えられる

のではないかと思います。 
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